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　「男女共同参画社会」とは、男女が互いに人権を尊重し、「女性」や「男性」というイメージにあてはめ

てしまうことなく、一人ひとりが持っている個性や能力を十分に発揮できる社会のことです。　

　男女共同参画白書（令和５年度版）では、「昭和モデル」の社会から「令和モデル」の社会へ変革のチャ

ンスと唱っています。コロナ禍を経たことによって、若い世代を中心に社会全体の意識が変革し、長い間推

奨されながらもなかなか進まなかったことが一気に進んだと言えます。

２市民と行政の架け橋　広報 にかほ

市内図書館３館で男女
共同参画コーナーを開設

アンコンシャス・
バイアス講座

　アンコンシャス・バイアスとは、無意識

の思い込みや偏見を言い、これは誰にでも

あり、日常にあふれています。講座を令和

７年２月に開催する予定です。受講するこ

とで、何気なく思っていたことがアンコン

シャス・バイアスだったと気づくかもしれ

ません。詳細は広報等で周知します。

　男女共同参画推進月間中、市内図書館（図

書館こぴあ、仁賀保分館、象潟分館）では、関

連図書を集めた特設コーナーを設置します。

各館選りすぐりのお薦め本から、お気に入り

の一冊を探してください。
※写真はイメージです。
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秋田県秋田県
男女共同参画男女共同参画
推進月間推進月間

６月は

・いわゆるサラリーマンの夫と専業主

　婦から成る世帯を前提とした制度

・固定的な性別役割分担を前提とした

　長時間労働や転勤を当然とする雇用

　慣行

・若い世代を中心に、生活様式、働き

　方についての考え方が変化、多様化

・家族の姿の変化、人生の多様化、単

　独世帯、ひとり親世帯、共働き世帯

　の増加

①希望が満たされ、能力を最大限に発揮して仕事ができる環境の整備
②仕事と家事・育児等のバランスが取れた生活
③女性の経済的自立

（男女共同参画白書より抜粋）

新しい生活様式・働き方「昭和モデル」

「令和モデル」
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・性別、世代、学歴などで、相手を見たり、任せ

　る仕事や役割を決めていることがある。

・男性から育児や介護休暇の申請があると、「奥

　さんは？」と咄嗟に思う。など

アンコンシャス・バイアスの例
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　職業観・家庭観が大きく変化するなか、全ての人が希望に応じて、家庭でも仕事でも

活躍できる社会の実現へ
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